
ベルクソン入門書二冊

ゲスト：
村山達也さん
酒井泰斗さん



来店参加：2,200円
オンライン参加：1,600円

ほか



序

第一章 私たちは（いかなる意味で）自由なのか
――『意識の直接与件についての試論』

第二章 心身はどのように協働しているか――
『物質と記憶』

第三章 私たちが生物であることは何を意味する
か――『創造的進化』

第四章 集団で生きるとはどういうことか――
『道徳と宗教の二源泉』

第五章 哲学的問題をどのように解決するか――
ベルクソンの方法

後書き

まえがき

序論その1 私たちにとってベルクソン哲学とは何
か

序論その2 ベルクソンにとって哲学とは何か

第1章 時間と自由―『意識の直接与件につい
ての試論』

第2章 精神と身体―『物質と記憶』

第3章 生命と物質―『創造的進化』

第4章 道徳と宗教―『道徳と宗教の二源泉』

あとがき

ベルクソン講義リスト ／ ベルクソン関連年表

村山達也『ベルクソン入門』
青土社、2025年

村山・平井・三宅・伊東・酒井編著
『ベルクソン 諸学と協働する哲学』

新曜社、2026年



『ワードマップベルクソン』（企画の特徴）
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酒井が企画スタート時に執筆者たちに依頼した２つのこと
■1.話題構成
①ベルクソンが踏まえた同時代の知識（＆哲学史に関する知識）

②ベルクソンがそれらにもとづいて立てた問い
③ベルクソンが与えた答え

■2.想定読者
理学部の三年生でも（地方公立高校の国語科・社会科の教員でも）読める
哲学書を
大正・昭和期の文化史に間接的な貢献ができるものを



『ワードマップベルクソン』（扉図）
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作図にたいへん時間が
かかった。というの
は・・・



『ワードマップベルクソン』（扉図の作成過程）
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■作図にあたって執筆者たちに依頼したこと：「リストをつくって」

①ベルクソンが踏まえた同時代の知識（＆哲学史に関する知識）

②ベルクソンがそれらにもとづいて立てた問い

③ベルクソンが与えた答え

 執筆と作図が並行に進むかたち。
 リストの階層関係を考え、下位階層を刈り込んでいけば、扉図にたどり着

く・・・はずだったのだが。
 刈り込む作業もそれなりに大変だったが、これはふつうのこと。

 たまに意見が割れるところも出たりして、それはそれで有用な情報だった。

 問題は、刈り込んでいった結果できてきた図が・・・



『ワードマップベルクソン』（問い-答えリスト１）
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『ワードマップベルクソン』（問い-答えリスト２）
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『ワードマップベルクソン』（問い-答えリスト３）
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『ワードマップベルクソン』（問い-答えリスト４）
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影響力

図解の事例：発展型（ニクラス・ルーマン『権力』）

1968「社会学の基礎概念」

意味 意味

馴れ親しみ

信頼 技術

意味
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信
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所
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…

1968/1973『信頼』 1975『権力』

 ルーマン社会学の１歩目は
「社会学の基礎概念は意味で
ある」というテーゼ。

 これは行為を基礎概念とする
ウェーバーに対抗して提出さ
れたもの。

 その内実は後期フッサールの
著作・草稿に依拠したもの。

 ２歩目でルーマンがおこなったの
は信頼論。

 ここで〈馴れ親しみ〉と〈技術〉
はフッサール『危機』書に由来す
るペア。そこに〈信頼〉を割り込
ませることで、ルーマン社会学の
基本骨格が出来上がった。

 ここからルーマンの仕事は社会学由来の機
能分化論を、技術の内実を検討することに
よって肉付けする形で進められていく。

 その作業は、行動科学的影響力論を参照し
ながら、貨幣・所有・権力・愛といった影
響力の諸形式を比較するかたちで行われた。

 しかし議論全体をコントロールしているの
は「生活世界と技術」というフッサール由
来の作業課題。



図解の事例：「共通性」型（『ワードマップエスノメソドロジー』扉図）
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 一件異なるように見
えるが、４つの象限
は〈同じこと〉を
やっている。

 各象限は支え合うペ
アの複数の組み合わ
せから成っている。



『ワードマップベルクソン』（扉図）

 ベルクソンの著作には、こうした一般的
な作図作法の常識が通用しなかった。著
作ごとに別の発想で図を書くしかないの
に、それに気づく＝諦めるのに時間がか
かった。
 ベルクソンは、著作ごとに、新しい題材
をその題材にふさわしい（〜新しい）や
り方で書いた。

「ベルクソンの根本思想は〜であり、この
著作ではそれが〜〜のような仕方で現れて
いる」みたいなまとめ方がしにくい。

 一方では、これはベルクソンの偉大さを示
す特徴。「新奇性」はベルクソン哲学の重
大テーマの一つだが、それは単なる論題で
はなく、ベルクソン自身の著作や生き方に
も関係している。著作ごとに新しくなって
しまうベルクソン。

 他方では、ベルクソンのつきあいづらさの
決定的な理由のひとつでもある。
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